























































































































































































の事件だった。 8 月 3 日の夜中，六角校舎の地下で中核派による凄惨なリンチが繰り広げられ，東
京教育大の海老原俊夫氏が死亡したのだった。その後13人に逮捕状が出る。伝聞によれば，青山


















































































































































































































































































　　 　1880年 5 月に司法省布達で「改正代言人規則」（全 4 款29条）と「代言人取扱手続」（全13
条）を布告，代言人を検事の監督に属させ，地方毎に組合を設立させて，組合以外の私的結社
を禁止した。これは民権派代言事務所等にとって致命的となり，北州社以下の初期代言事務所
が表面的に解散せざるを得なくなった。
　たいへん興味深い内容だ。「東京法学社」は法律を講義する「講法局」だけでなく，弁護の実務
訓練を行う「代言局」を擁していた。しかし政府が民権運動の一大勢力であった「代言人結社」の
取り締まりに乗り出したのである。そのために作った，「改正代言人規則」によって，財政的存立
基盤であった代言事務所が禁止されたのである。学校史の側から言えば，相互扶助的な代言兼業の
私塾的な組織から永続的な専門学校へ，近代学校としての組織的確立を要請された結果，というこ
ともできる。薩埵正邦は講法局を東京法学社から分離独立させて「東京法学校」を創立した，とい
うことになる。しかし別の角度から見ると，民権派弁護士の活動を排除することによって法政大学
ができた，ということもできるのである。その後，ボアソナードのフランス法を基本にしたことで，
1889年には「和仏法律学校」となり，1903年には「財団法人・和仏法律学校法政大学」となり，
1920年に「財団法人・法政大学」となった。
　しかしその発展の方ではなく，さらに時代を遡ってみる。なぜ金丸鉄と伊藤修は，代言局と講法
局を兼ねた東京法学社を作ったのか？　これは学校だったのか，結社だったのか？
　金丸鉄と伊藤修は江戸時代に生まれ育った。その二人が東京で法律の学校を作った背景には， 2
つの重要な要素があった。 1 つは，「素読・講義・会読」の仕組みをもった藩校と私塾で学んだこ
とで，議論の能力をもっていたことである。金丸鉄，伊藤修は現在の大分県にある杵築藩士の家の
出身である。伊藤家は私塾をもち，金丸鉄は杵築藩校でフランス語を学んだ。フランス語の学習に
ついては佐野雋達（しゅんたつ），法律の学習については元田直（なおし）という人たちが杵築に
いた。江戸時代の藩校や私塾では，素読（字突棒で文字を指しながら声に出して読み，生徒がそれ
を復唱する。音読により身体で覚える），講義（記憶したそれらの言葉の意味を掘り下げた講義を
聴く），会読（学生が交代で自ら講義し，それに対して学友たちとの質疑と議論を繰り返すディス
カッション）という過程で，教育がおこなわれていた。彼らにはすでに，考え，議論する力がつい
ていたのである。多くの藩士たちによって明治時代が作られたのは，江戸時代のその学び方に理由
があった。 
　二人が東京で法律の学校を作った背景の 2 つめは，東京法学社が作られた1880年，日本が議論
で沸き立っていたことだ。1880年当時，日本には，名前が判明しているだけでも2000社を超える
「結社」があった。政治や法律への意識と意欲をもち，議論するための結社である。江戸時代が終
わり，政治や法律を担っていた武士たちがいなくなり，農民，町人，そしてもと武士たちが垣根を
越えて議論する必要があった。「身分」というものを持たない市民たちが，憲法の制定と国会の開
設を目的として，盛んに読書会を開き，議論をし，演説会を開催したのである。これらの結社につ
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法政大学での50年
いて色川大吉は，「さまざまな性質をはらんだ新しい何か」「さまざまな機能を内在（あるいは潜
在）させていた総合的な組織」「“学ぶ”“助ける”“稼ぐ”“戦う”“楽しむ”“開く”ことによって，
人間の全体性をめざす新しい結社」と表現した（色川大吉『自由民権』岩波新書）。色川大吉によ
ると，結社は「純然たる学習結社」「純然たる政治結社」「学習結社と政治結社の両方の性格を兼ね
備えた結社」「民衆生活一般に関する結社」に分類できるという。その「民衆生活一般に関する結
社」は，相互扶助，勧業・勧農，愉楽・教授，交流懇親などがあるとした。相互扶助の結社のなか
に，法律相談や代言業務をおこなう結社があった。東京法学社は，このような結社のひとつだった
と考えられる。
　ところで，東京法学社が作られたその1880年，相原の青木勘次郎は私立学校「養英館」を作った。
相原駅の向こう側にある現在の青木医院（東京都指定史跡・青木家屋敷）の場所である。坂本龍馬
の海援隊で活躍し，後に板垣退助らとともに自由党結成に参加して副総理となった中島信行が
1881年 7 月，この養英館で講演をした。その様子を『東京横浜毎日新聞』に書いている。「来会す
る者意外に多くして満場殆ど立錐の地を余さず頗る盛会なりしとぞ」とある。養英館は私立学校で
あったが，同時に自由民権運動の拠点として作られたのである。そこに，多くの人々が集まった。
　同じ1881年の 4 月，朝野新聞の編集長で自由党などの議員にもなった末広鉄腸の演説会が，多
摩キャンパスから相原駅に向かう途中にある長福寺でおこなわれた。末広鉄腸はこの時のことを朝
野新聞に書いている。やはり，風と雨が激しくてとても人など集まるまいと思っていたが，200人
を超える人々が集まったという。相原のことを「武蔵と相模の間に在る一寒村」であるにもかかわ
らず，よほど演説が盛んな土地なのだろうと述べている。1882年には，青木勘次郎の息子で後に
衆議院議員となった正太郎が，相原村に「講学会」という民権学習結社をつくった。
　法政大学は単にヨーロッパの大学を移入した学校ではなかった。江戸時代以来の議論する場であ
り，新しい社会に向かう運動の場である「結社」として作られたのであった。存続のために変転を
重ね，今もその途上にある。退職にあたって，「結社としての法政大学」を忘れないようにしたい。
また相原村は，新しい社会に向かおうとする多くの人々の議論の場所であった。そのことも，忘れ
ないようにしたい。相原村の精神はもはや相原町としては受け継がれていない。それならば法政大
学多摩キャンパスこそが，その精神を受け継ぐ「町」になって欲しい。
　ところで，本寄稿では強い印象をもった学生たちについて触れることができなかった。最後に少
しだけ書いておきたい。教養部教員時代，80年館の研究室に通ってきては，私の話を聞きながら
メモし続けていた文学部の学生がいた。勉学以外にも驚くほどさまざまな活動をおこなっており，
卒業後に京都大学に入った。その根津朝彦は現在，立命館大学の准教授である。今やジャーナリズ
ム史の専門家として他の追随を許さない。彼には社会学部で代講をしてもらっていた。
　社会学部に移ってから私のゼミに入ってきた内原英聡は，沖縄県石垣島の出身で，卒業後は国際
日本学インスティテュートで修士号と博士号を取得した。彼にも社会学部で代講をしてもらった。
ゼミはいつも選抜の必要があったのだが，選抜の際に提出された内原の文章に私は驚き，ぜひゼミ
のメンバーになって欲しいと思った。『カムイ伝講義』は実質的に内原との共著である。現在，石
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垣市議として活躍している。
　その他にも社会学部とつながりのある，あるいは国際日本学インスティテュートで教えた印象深
い学生たちはいるが，きりがない。ここまでにしよう。いずれの学生も，いわゆる優等生ではなか
った。他の学生にはない行動をとる傾向があり，マジョリティに同調しなかった。学ぶことを面白
がり，自由を生き抜いていた。それはたやすいことではなかったはずであり，これからもそうだと
思うが，もはや教員としてではなく，一人の人間として敬意をもって，彼らの生き方をみつめて行
きたいと思っている。
